
令和4年11月25日(金) ウクライナから避難

され、市営住宅にお住まいされた方へ、生活用

品の譲渡会を開催しました。

生活用品が不足しているウクライナの方へ、当

社職員の自宅にある生活用品をお譲りし、ウク

ライナの方に安心して生活していただくことを

目的に（公財）大阪国際交流センターと協働し

て開催しました。

会場の設営には、ウクライナの平和の願いを込めて、ウクライナの国花であるヒマワリを

当社職員の手作りにより、たくさん飾りつけ、会場を彩りました。

当社職員の自宅から、電化製品、収納ケース、毛布、布団、食器類、衣服など生活に欠か

せない提供品が集まり、特にこれから寒くなる時期に必要とされる冬物を中心に、たくさ

んの生活用品を用意できました。

受付した際に、ウクライナの参加者に母国語で作成し

た名札を渡し、受付場所や生活用品名、男女の衣服(子

供含む)などもウクライナの方に分かりやすいように母

国語で表示するなどさまざま工夫をしました。

家具、電化製品などの数が少ない生活用品は抽選に

より決定しました。ウクライナの方への説明は(公

財)大阪国際交流センター職員の方に通訳していた

だきました。

用意した生活用品のほとんどをお持ち帰りいただき

ました。

ウクライナ避難民への生活用品譲渡会の開催

～コミュニティ形成支援の取組み～

ウクライナの参加者の方から「いろいろな生活用品をお譲りしていただき、ありがとうござ
いました!」「いつも親切にしていただきありがとうございます!」というお声をいただきま
した。ダイニングテーブルなど大きな生活用品については、自宅まで運搬するにあたり、当
社職員が玄関先までお届けしました。
今後もウクライナの方に少しでも貢献できるよう、ウクライナの皆さまからのお声を聴きな
がら開催していきます。
また、一度使った生活用品を再利用(リユース)したことは、限りある資源を大切に使い、ご
みの量を減らすことに繋がることから環境への配慮と当社が賛同するSDGsの取組みにも貢
献できました。


